
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
号

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び

待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇

の
確
保
等
女
子
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
九
条
、
第
十
条

、
第
十
四
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
女
子
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
福
利
厚
生
）

第
一
条
　
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及

び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
六
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
福

利
厚
生
の
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
生
活
資
金
、
教
育
資
金
そ
の
他
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
の
た
め
に
行
わ
れ
る
資
金
の
貸
付
け

二
　
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
定
期
的
に
行
わ

れ
る
金
銭
の
給
付

三
　
労
働
者
の
資
産
形
成
の
た
め
に
行
わ
れ
る
金
銭
の

給
付

四
　
住
宅
の
貸
与

（
実
質
的
に
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
措
置
）

第
二
条
　
法
第
七
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
労
働
者
の
募
集
又
は
採
用
に
関
す
る
措
置
で
あ
つ

て
、
労
働
者
の
身
長
、
体
重
又
は
体
力
に
関
す
る
事

由
を
要
件
と
す
る
も
の

二
　
労
働
者
の
募
集
若
し
く
は
採
用
、
昇
進
又
は
職
種

の
変
更
に
関
す
る
措
置
で
あ
つ
て
、
労
働
者
の
住
居

の
移
転
を
伴
う
配
置
転
換
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
要
件
と
す
る
も
の

三
　
労
働
者
の
昇
進
に
関
す
る
措
置
で
あ
つ
て
、
労
働

者
が
勤
務
す
る
事
業
場
と
異
な
る
事
業
場
に
配
置
転

換
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
も
の

（
法
第
九
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
妊
娠

又
は
出
産
に
関
す
る
事
由
）

第
二
条
の
二
　
法
第
九
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
妊
娠
し
た
こ
と
。

二
　
出
産
し
た
こ
と
。

三
　
法
第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
措
置
を
求
め
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

措
置
を
受
け
た
こ
と
。

四
　
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九

号
）
第
六
十
四
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
第
六
十
四

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
に
就
く
こ
と
が

で
き
ず
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
業
務
に

従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
同
法
第
六
十
四
条
の
二

第
一
号
若
し
く
は
女
性
労
働
基
準
規
則
（
昭
和
六
十

一
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
申
出
を
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り

業
務
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

五
　
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

休
業
を
請
求
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
休

業
を
し
た
こ
と
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
就

業
で
き
ず
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を

し
た
こ
と
。

六
　
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
軽
易
な

業
務
に
転
換
し
た
こ
と
。

七
　
労
働
基
準
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
一
週
間

に
つ
い
て
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
労
働
時
間
若

し
く
は
一
日
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
の
労
働
時
間
を

超
え
て
労
働
し
な
か
つ
た
こ
と
、
同
法
第
六
十
六
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
、
若
し
く
は
同
項

の
規
定
に
よ
り
時
間
外
労
働
を
せ
ず
若
し
く
は
休
日

に
労
働
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
同
法
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の

規
定
に
よ
り
深
夜
業
を
し
な
か
つ
た
こ
と
。

八
　
労
働
基
準
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児

時
間
を
取
得
し
た
こ
と
。

九
　
妊
娠
又
は
出
産
に
起
因
す
る
症
状
に
よ
り
労
務
の

提
供
が
で
き
な
い
こ
と
若
し
く
は
で
き
な
か
つ
た
こ

と
又
は
労
働
能
率
が
低
下
し
た
こ
と
。

（
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
事
由
）

第
二
条
の
三
　
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
事
由
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
　
妊
娠
し
た
こ
と
。

二
　
出
産
し
た
こ
と
。

三
　
法
第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
措
置
を
求
め
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
措
置
を

求
め
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
受
け
た

こ
と
。

四
　
労
働
基
準
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は

第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
に
就

く
こ
と
が
で
き
ず
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

り
業
務
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
同
法
第
六
十

四
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
女
性
労
働
基
準
規
則
第

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
よ
う
と
し
、

若
し
く
は
申
出
を
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
り
業
務
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

五
　
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

休
業
を
請
求
し
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
請
求
し
、
若

し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
こ
と
又
は

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
就
業
で
き
ず
、
若
し
く

は
同
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
こ
と
。

六
　
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
請
求
を
し
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
軽
易
な
業
務
に
転
換
し
た

こ
と
。

七
　
労
働
基
準
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
請
求
を
し
、
若
し

く
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
一
週
間
に
つ
い
て
同
法
第

三
十
二
条
第
一
項
の
労
働
時
間
若
し
く
は
一
日
に
つ

い
て
同
条
第
二
項
の
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
し
な

か
つ
た
こ
と
、
同
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
請
求
を
し
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
請
求
を
し
、

若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
労
働
を
せ
ず

若
し
く
は
休
日
に
労
働
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
同
法

第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
よ
う

と
し
、
若
し
く
は
請
求
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規

定
に
よ
り
深
夜
業
を
し
な
か
つ
た
こ
と
。

八
　
労
働
基
準
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
し
よ
う
と
し
、
若
し
く
は
請
求
を
し
、
又
は

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間
を
取
得
し
た

こ
と
。

九
　
妊
娠
又
は
出
産
に
起
因
す
る
症
状
に
よ
り
労
務
の

提
供
が
で
き
な
い
こ
と
若
し
く
は
で
き
な
か
つ
た
こ

と
又
は
労
働
能
率
が
低
下
し
た
こ
と
。

（
法
第
十
二
条
の
措
置
）

第
二
条
の
四
　
事
業
主
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
が
保
健
指
導
又
は
健

康
診
査
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
女
性
労
働
者
が
妊
娠
中
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
妊
娠
週
数
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
以

内
ご
と
に
一
回
、
当
該
必
要
な
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
医
師
又

は
助
産
師
が
こ
れ
と
異
な
る
指
示
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
必
要
な
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

妊
娠
週
数

期
間

妊
娠
二
十
三
週
ま
で

四
週

妊
娠
二
十
四
週
か
ら
三
十
五
週
ま
で

二
週

妊
娠
三
十
六
週
か
ら
出
産
ま
で

一
週

二
　
当
該
女
性
労
働
者
が
出
産
後
一
年
以
内
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
医
師
又
は
助
産
師
が
保
健
指
導
又

は
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
を
指
示
し
た
と
き
は
、

そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
必
要
な
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
者
の
選
任
）

第
二
条
の
五
　
事
業
主
は
、
法
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す

る
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を

有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
う
ち
か
ら
当
該
業
務

を
担
当
す
る
者
を
男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
者
と
し
て

選
任
す
る
も
の
と
す
る
。

（
主
任
調
停
委
員
）

第
三
条
　
紛
争
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い

う
。
）
の
会
長
は
、
調
停
委
員
の
う
ち
か
ら
、
法
第
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
を
受
け
て
同
項
に
規

定
す
る
紛
争
に
つ
い
て
の
調
停
を
行
う
た
め
の
会
議

（
以
下
「
機
会
均
等
調
停
会
議
」
と
い
う
。
）
を
主
任
と

な
つ
て
主
宰
す
る
調
停
委
員
（
以
下
「
主
任
調
停
委

員
」
と
い
う
。
）
を
指
名
す
る
。

２
　
主
任
調
停
委
員
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
そ
の
指
名
す
る
調
停
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す

る
。

（
機
会
均
等
調
停
会
議
）

第
四
条
　
機
会
均
等
調
停
会
議
は
、
主
任
調
停
委
員
が
招

集
す
る
。

２
　
機
会
均
等
調
停
会
議
は
、
調
停
委
員
二
人
以
上
が
出

席
し
な
け
れ
ば
、
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
　
機
会
均
等
調
停
会
議
は
、
公
開
し
な
い
。

（
機
会
均
等
調
停
会
議
の
庶
務
）

第
五
条
　
機
会
均
等
調
停
会
議
の
庶
務
は
、
当
該
都
道
府

県
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部
（
北
海
道
労
働
局
、
埼

玉
労
働
局
、
東
京
労
働
局
、
神
奈
川
労
働
局
、
愛
知
労

働
局
、
大
阪
労
働
局
、
兵
庫
労
働
局
及
び
福
岡
労
働
局

以
外
の
都
道
府
県
労
働
局
に
あ
つ
て
は
、
雇
用
環
境
・

均
等
室
）
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
調
停
の
申
請
）

第
六
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
調
停
（
以
下
「
調
停
」

と
い
う
。
）
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
調
停
申

請
書
（
別
記
様
式
）
を
当
該
調
停
に
係
る
紛
争
の
関
係

当
事
者
（
労
働
者
及
び
事
業
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
あ
る
労
働
者
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
労
働
局
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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（
調
停
開
始
の
決
定
）

第
七
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
委
員
会
に
調
停
を
行

わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を

会
長
及
び
主
任
調
停
委
員
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
委
員
会
に
調
停
を
行
わ
せ

る
こ
と
と
し
た
と
き
は
関
係
当
事
者
の
双
方
に
対
し

て
、
調
停
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
調
停
を

申
請
し
た
関
係
当
事
者
に
対
し
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

旨
を
書
面
に
よ
つ
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
当
事
者
等
か
ら
の
事
情
聴
取
等
）

第
八
条
　
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
員
会
か
ら
出
頭

を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
主
任
調
停
委
員
の
許
可
を
得

て
、
補
佐
人
を
伴
つ
て
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
補
佐
人
は
、
主
任
調
停
委
員
の
許
可
を
得
て
陳
述
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
員
会
か
ら
出
頭
を
求

め
ら
れ
た
者
は
、
主
任
調
停
委
員
の
許
可
を
得
て
当
該

事
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
委
員
会
か
ら
出

頭
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
主
任
調
停
委
員
の
許
可
を
得

て
他
人
に
代
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
に
代
理
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
主
任
調
停
委
員
の
許
可
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、

代
理
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
職
業
を
記
載
し
た
書
面

に
、
代
理
権
授
与
の
事
実
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し

て
、
主
任
調
停
委
員
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
文
書
等
の
提
出
）

第
九
条
　
委
員
会
は
、
当
該
事
件
の
事
実
の
調
査
の
た
め

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
当
事
者
又
は

関
係
当
事
者
と
同
一
の
事
業
場
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者

そ
の
他
の
参
考
人
に
対
し
、
当
該
事
件
に
関
係
の
あ
る

文
書
又
は
物
件
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
調
停
手
続
の
実
施
の
委
任
）

第
十
条
　
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

調
停
の
手
続
の
一
部
を
特
定
の
調
停
委
員
に
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
八
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
主
任
調
停
委
員
」
と

あ
る
の
は
、
「
特
定
の
調
停
委
員
」
と
す
る
。

２
　
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

事
件
の
事
実
の
調
査
を
都
道
府
県
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
部
（
北
海
道
労
働
局
、
埼
玉
労
働
局
、
東
京
労
働

局
、
神
奈
川
労
働
局
、
愛
知
労
働
局
、
大
阪
労
働
局
、

兵
庫
労
働
局
及
び
福
岡
労
働
局
以
外
の
都
道
府
県
労
働

局
に
あ
つ
て
は
、
雇
用
環
境
・
均
等
室
）
の
職
員
に
委

嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
関
係
労
使
を
代
表
す
る
者
の
指
名
）

第
十
一
条
　
委
員
会
は
、
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
委

員
会
が
置
か
れ
る
都
道
府
県
労
働
局
の
管
轄
区
域
内
の

主
要
な
労
働
者
団
体
又
は
事
業
主
団
体
に
対
し
て
、
期

限
を
付
し
て
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
又
は
関
係
事

業
主
を
代
表
す
る
者
の
指
名
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
労
働
者
団

体
又
は
事
業
主
団
体
は
、
当
該
事
件
に
つ
き
意
見
を
述

べ
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
を
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

（
調
停
案
の
受
諾
の
勧
告
）

第
十
二
条
　
調
停
案
の
作
成
は
、
調
停
委
員
の
全
員
一
致

を
も
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
委
員
会
は
、
調
停
案
の
受
諾
を
勧
告
す
る
場
合
に

は
、
関
係
当
事
者
の
双
方
に
対
し
、
受
諾
す
べ
き
期
限

を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
関
係
当
事
者
は
、
調
停
案
を
受
諾
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
及
び
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た
書
面
を
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
深
夜
業
に
従
事
す
る
女
性
労
働
者
に
対
す
る
措
置
）

第
十
三
条
　
事
業
主
は
、
女
性
労
働
者
の
職
業
生
活
の
充

実
を
図
る
た
め
、
当
分
の
間
、
女
性
労
働
者
を
深
夜
業

に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、
通
勤
及
び
業
務
の
遂
行
の

際
に
お
け
る
当
該
女
性
労
働
者
の
安
全
の
確
保
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
四
条
　
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
全
国
的
に
重
要

で
あ
る
と
認
め
た
事
案
に
係
る
も
の
を
除
き
、
事
業
主

の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
の

長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
の

五
中
「
法
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
業
務
」
と
あ
る

の
は
、
「
法
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
法
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
業
務
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
九
月
二
五
日
労
働
省
令
第

三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
の
た
め
の
労
働
省
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
十
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
中
雇
用
の
分
野
に
お
け

る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
女
子
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
七
条

の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
一
三
日
労
働
省
令

第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
の
た
め
の
労
働
省
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年

四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令

第
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
の
分
野
に
お

け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
女
性
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
九
条

の
規
定
に
よ
る
調
停
申
請
書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従

前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

押
印
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令

第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県

労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許

可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行

の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ

に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局

長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許

可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行

の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地

方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働

省
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府

県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権

推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労

働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
都
道
府
県
労
働
局

長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の

省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の

規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政

事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ

れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為

又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又

は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定

に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職

員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交

付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ

の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当

様
式
に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改

定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省

令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
一
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
九
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年

十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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（
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
従
前

の
機
会
均
等
調
停
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
者
の
任
期

は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
の
分
野
に
お

け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
日
に
満
了
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
二
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
三
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
一
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
八
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
四
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及

び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下

「
均
等
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
調
停
申
請
書
の
様
式

に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
均
等
則
別

記
様
式
（
第
六
条
関
係
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
二
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省

令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

別
記
様
式
（
第
６
条
関
係
）

別記様式(第6条関係) 

 

調 停 申 請 書 

 

 

関

係

当

事

者 

労

働

者 

ふりがな 

氏名 
  

住所 
〒 

電話  (  )     

事

業

主 

ふりがな 

氏名又は名称 
  

住所 
〒 

電話  (  )     

※上記労働者

に係る事業

場の名称及

び所在地 

  

〒 

電話  (  )     

  調停を求める

事項及びその理由 
  

紛争の経過   

  その他参考

となる事項 
  

    年  月  日 

申請人 氏名又は名称              

     労働局長 殿 
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